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   A case of retroperitoneal fibrosarcoma is reported. A 52-year-old man with the complaint of left 
abdominal mass was referred to our hospital. Computed tomography showed a left retroperitoneal 
tumor surrounding the left kidney in the perirenal space. Angiography showed some feeding vessels 
from the branch of the posterior segmental artery of the left kidney. The tumor was completely 
resected with the left kidney, but para-aortic lymph node metestases were found. Histopathological 
diagnosis was a retroperitoneal fibrosarcoma with lymph node metastases. The patient died of the 
disease 3 months after the operation. 
                                              (Acta Urol. Jpn.  43: 487-489, 1997) 
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緒 言
後腹 膜腫瘍 は全腫 瘍 のO.2%ほど1)の比 較 的稀 な疾
患で,そ の大半 は悪性腫瘍 とされ る2)今 回われ われ
は,腎 周囲腔 に発生 した線維 肉腫 の1例 を経験 したの




既往歴:28歳時,虫 垂炎 にて虫垂切除.高 血圧 症お
よび虚血性心疾患 治療 中
家族歴:特 記すべ きことな し
現病歴:1995年9月よ り左上腹部 の腫瘤 に気 づ き,
10月3日他 院受診.腹 部超音波検査 にて左 腎に異常 を
指摘 され,12月13日当科初診.
初診 時現症:食 欲 やや低 下 あ り.体 温37.3℃,脈
拍72/分.表在 リンパ節 は触知せ ず 左上腹部 に弾性
硬の腫瘤 を触知 した.
検 査成績:血 液一般 でHb12.2g/dI,Ht38.1%と
軽度 の貧 血 を認 めた.血 液生化 学でBUN33mg/dl,
Cre2.6mg/dl,クレアチ ニ ンク リア ラ ンスで26,2
ml/minと腎機能 の低 下 を認め た.尿 沈渣 にて硝 子円
柱5～9/WF,穎 粒 円柱5--9/WFを認 めた.
画像診 断:CTに て左 後腹膜 に腎 を巻 き込 む腫瘍 を
認 め るが,左 腎 に変 形 は認 め なか った(Fig.1).ま
た,MRIに て左 副腎 は腫瘍 によって上方 に押 し上 げ
られていたが,正 常 な形 を保 ってい た(Fig.2).この









































数認 めた.免 疫組織染色 にて,NSE(一),S-100蛋
白(一),actin(一),myosin(一),desmin(一),
vimentin(+)であ り,線維肉腫 と診断 した.摘 出し
た腹部リンパ節にも同様の腫瘍細胞を認め,リ ンパ節
転移と診断した.
術後経過:手 術1カ 月後のCTに て,残 存 した腹
部 リンパ節の腫大を認めた.腎機能障害のために術後
の化学療法は実施できなかった.1996年5月にな り腹
水貯留が著 しくな り,その際に施行 した腹水の穿刺細



























潤 を起 こして初めて発見されることが多い上,腫 瘍に
浸潤性発育の傾向が強いため,根 治的切 除の割合 は低
く,5年生存率 も10～15%と著 しく悪い8)他臓器合
併切除も含めた完全切除をできるか ぎり施行すること











後腹膜 肉腫 に対す る化学療法 として,CYVADIC






化学療法の奏効率 とも他の肉腫 同様であ り,臨床上
は,そ の組織学的差異は重要ではなく,他の後腹膜肉
腫同様に扱 ってよいと思われた.
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